
八
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で

広
島
で
開
か
れ
た
「
原
水
爆

禁
止
二
〇
一
〇
年
世
界
大
会
」

に
約
八
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
。五

月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

再
検
討
会
議
で
、
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全

を
達
成
」
す
る
こ
と
を
一
致

し
て
「
決
意
」
し
、
核
保
有

国
が
「
自
国
の
核
兵
器
の
完

全
廃
絶
」
を
実
行
す
べ
き
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
核
兵

器
を
な
く
せ
る
と
い
う
展
望

の
中
で
の
大
会
だ
け
に
、
会

場
の
雰
囲
気
も
、

参
加
者
の
意
気
込

み
も
確
信
に
満
ち

た
も
の
で
し
た
。

大
会
で
は
秋
葉

忠
利
広
島
市
長
が

挨

拶

、

潘

基

文

（
パ
ン
ギ
ム
ン
）

国
連
事
務
総
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
議
長
カ
バ
ク
テ
ュ

ラ
ン
大
使
か
ら
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

四
日
の
開
会
総

会
で
、
日
本
被
爆
者
団
体
協

議
会
代
表
委
員
の
坪
井

直

（
す
な
お
）
さ
ん
が
「
昨
日

退
院
し
て
来
ま
し
た
。
い
ま

か
ら
六
五
年
前
の
八
月
六
日
、

二
〇
歳
の
学
生
で
し
た
。
爆

心
地
か
ら
約
一
キ
ロ
。
突
き

刺
す
よ
う
な
、
あ
の
大
き
な

光
と
と
も
に
ダ
ー
ン
と
飛
ば

さ
れ
、
気
絶
し
ま
し
た
。
…

半
ズ
ボ
ン
の
裸
で
地
獄
と
い

わ
れ
る
火
の
中
を
さ
ま
よ
い
、

九
死
に
一
生
を
得
て
こ
こ
に

立
っ
て
い
ま
す
」
と

述
べ
、

「
（
原
爆
で
）
亡
く
な
っ
た

人
た
ち
の
声
を
必
ず
や
達
成

し
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
こ
の

目
で
見
る
ま
で
は
、
決
し
て

死
ぬ
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
」

「
生
き
て
い
る
限
り
核
兵
器

廃
絶
、
恒
久
平
和
の
た
め
に

全
力
を
つ
く
し
て
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
頑
張
る
」
と
の

あ
い
さ
つ
に
、
会
場
は
な
り

や
ま
ぬ
拍
手
で
、
決
意
を
固

め
合
い
ま
し
た
。

六
日
の
平
和
式
典
に
は
被

爆
者
と
遺
族
、
市
民
ら
五
万

五
千
人
が
参
加
。
潘
国
連
事

務
総
長
は
国
連
の
ト
ッ
プ
と

し
て
初
め
て
参
加
。
米
国
の

ル
ー
ス
駐
日
大
使
、
仏
と
英

国
の
臨
時
代
理
大
使
ら
、
核

保
有
国
の
代
表
も
初
め
て
参

加
す
る
な
ど
、
７
４
カ
国
の

政
府
関
係
者
が
出
席
し
ま
し

た
。潘

国
連
事
務
総
長
は
、

「
私
た
ち
は
と
も
に
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゼ
ロ
（
爆
心
地
）

か
ら
『
ク
ロ
ー
バ
ル
・
ゼ
ロ
』

（
大
量
破
壊
兵
器
の
な
い
世

界
）
を
目
指
す
旅
を
続
け
て

い
る
」
と
述
べ
、
「
被
爆
者

の
方
々
が
生
き
て
い
る
間
に
、

そ
の
日
を
実
現
で
き
る
よ
う

努
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

秋
葉
市
長
は
「
平
和
宣
言
」

を
読
み
上
げ
、
「
核
の
傘
」

か
ら
の
離
脱
、
「
核
兵
器
禁

止
条
約
締
結
の
音
頭
を
と
る
」

こ
と
を
日
本
政
府
に
求
め
ま

し
た
。

広
島
市
内
の
小
学
六
年
生

の
男
女
児
童
が
「
平
和
の
誓

い
」
を
読
み
上
げ
、

「
次
は
僕
た
ち
の

出
番
で
す
。
こ
の

地
球
を
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
に
す
る
た
め

に
、
ヒ
ロ
シ
マ
の

願
い
を
、
世
界
へ
、

未
来
へ
、
伝
え
て

い
く
」
と
声
を
そ

ろ
え
ま
し
た
。

菅
総
理
は
挨
拶
で
、
「
原

爆
症
の
認
定
を
待
っ
て
お
ら

れ
る
方
々
に
関
し
て
は
、
一

日
も
早
く
認
定
す
べ
く
最
善

を
尽
く
し
た
い
」
と
言
い
ま

し
た
が
、
実
際
は
、
政
府
が

原
爆
症
と
認
定
し
て
い
る
の

は
被
爆
者
の
ほ
ん
の
わ
ず
か

で
す
し
、
申
請
却
下
も
続
い

て
い
ま
す
。

秋
葉
市
長
は
「
非
核
三
原

則
の
法
制
化
」
、
「
核
の
傘
」

か
ら
の
離
脱
に
つ
い
て
求
め

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
菅
総

理
は
式
典
後
の
記
者
会
見
で
、

「
核
抑
止
力
は
わ
が
国
に
と
っ

て
必
要
」
と
言
い
、
非
核
三

原
則
の
法
制
化
に
も
否
定
的

な
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
被
爆
者
の
方
が
た
か

ら
抗
議
の
声
が
上
が
り
、
マ

ス
コ
ミ
も
批
判
し
ま
し
た
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
募
金

に
支
え
ら
れ
て
、
歴
史
的
な

「
原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
年

世
界
大
会
…
広
島
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
核
兵
器
廃
絶
の

世
論
を
大
き
く
広
げ
て
い
く

取
組
み
に
、
微
力
な
が
ら
が

ん
ば
ら
ね
ば
と
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
す
。
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原
水
爆
禁
止
２
０
１
０
年
世
界
大
会
ー

広
島
に
参
加
し
て

日
本
共
産
党
港
区
議
会
議
員

風
見
利
男

核
の
傘
離
脱

未
来
へ
の
第
一
歩

被
爆
六
五
年
平
和
記
念
式
典

菅
首
相
の
二
枚
舌
は
許
せ
ま
せ
ん

な んでも相談 ☆毎月第３月曜日、午後６時３０分より 青山福祉会館 ２階講習室Ａを予定
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交
通
機
関
の
出
入
口
の
バ
リ

ヤ
フ
リ
ー
化
は
緊
急
の
課
題
で

す
。
党
区
議
団
は
、
本
会
議
や

予
算
・
決
算
な
ど
、
機
会
あ
る

毎
に
区
内
交
通
機
関
の
出
入
口

へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置
を
提

案
し
て
き
ま
し
た
。

青
山
一
丁
目
の
交
番

側
出
入
口
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。
完
成
は

来
年
の
七
月
三
一
日
頃

の
予
定
で
す
。

渋
谷
方
面
行
に
も
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置
す
る

よ
う
提
案
し
て
い
ま
す
。

九
月
二
日
、
長
寿
を
祝
う
集
い

が
開
か
れ
、
依
然
と
し
て
続
く

猛
暑
の
中
、
七
十
五
才
以
上
の

高
齢
者
三
千
百
九
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

午
前
（
麻
布
、
赤
坂
、
字
芝

浦
港
南
地
区
）
と
午
後
（
芝
、

高
輪
地
区
）
の
二
回
に
分
け
て

行
わ
れ
た
集
い
は
、
第
一
部
で
、

区
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。
区
議
会

議
長
（
副
議
長
）
が
来
賓
あ
い

さ
つ
。
芝
公
園
保
育
園
園
児
が

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
出
席

者
の
代
表
に
花
束
を
贈
呈
し
ま

し
た
。

第
二
部
で
は
、
芝
公
園
保
育

園
園
児
に
よ
る
「
長
寿
を
祝
う

三
宅
太
鼓
」
、
江
戸
家
猫
八
師

匠
の
「
お
笑
い
動
物
も
の
ま
ね
」
、

渥
美
二
郎
さ
ん
の
「
懐
メ
ロ
歌

謡
シ
ョ
ー
」
、
地
域
の
老
人
会

の
踊
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
参
加
者
も
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し

た
よ
う
で
す
。

八
月
一
日
現
在
、

六
五
才
以
上
の
高
齢

者
は
三
万
五
千
九
百

六
十
三
人
、
七
十
五

才
以
上
の
高
齢
者
は

一
万
七
千
五
百
二
十

六
人
で
す
。
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ご
質
問
や
ご
要
望
は
党
区
議
団
へ
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

青
山
一
丁
目
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

交
番
側
出
入
口
に
七
月
に
は
完
成

ご
存
じ
で
す
か

私
道
整
備
が
無
料
に

私
道
整
備
助
成
事
業
を
ご
存
じ
で
す
か
。

港
区
で
は
、
み
な
さ
ん
が
土
地
を
提
供
し
、

だ
れ
で
も
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

私
道
に
つ
い
て
、
申
請
が
あ
れ
ば
整
備
の
支

援
を
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
所
有
者
、
私
道

に
面
し
て
い
る
方
の
同
意
が
必
要
で
す
。

従
来
は
、
私
道
の
幅
員
が
二
・
七
メ
ー
ト

ル
未
満
の
場
合
は
一
割
の
自
己
負
担
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の

私
道
で
も
だ
れ
で
も
通
れ
る
よ
う
に
し
て
い

る
の
だ
か
ら
、
申
請
が
あ
れ
ば
区
の
責
任
で

整
備
す
る
よ
う
長
年
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
自
己
負
担
な
し
で
整
備
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

整
備
内
容
は
、
路
面
の
舗
装
、
排
水
施
設

の
新
設
お
よ
び
補
修
工
事
で
す
。

〔
問
合
わ
せ
先
〕
共
産
党
区
議
団
、
各
総
合

支
所
の
地
区
活
動
推
進
課
・
土
木
係
へ
。

九
月
十
八
日

青
山
小
学
校
で
運
動
会

第３月曜日は

なんでも 相談会
●毎月第３月曜日 午後６時３０分より

青山福祉会館（予定）で実施しています

●弁護士・風見区議が対応します

●お急ぎの場合はいつでも連絡を

控室３５７８－２９４５

自宅３４００－５０１５
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九
月
半
ば
を
過
ぎ
た
と

い
う
の
に
夏
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
日
差
し
の
中
、

青
山
小
学
校
の
運
動
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

人
工
芝
に
覆
わ
れ
た

校
庭
狭
し
と
、
子
ど
も

達
が
元
気
い
っ
ぱ

い
の
競
技
・
演
技

を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。高

学
年
の
迫
力

あ
る
「
戦
う
！
大

騎
馬
戦
！
」
、
未

就

学

児

に

よ

る

「
よ
う
こ
そ
！
青

山
へ
！
」
の
可
愛

い
演
技
に
父
母
な
ど
か

ら
喚
声
が
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
賓
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
に
よ
る
大
仮
装
競

技
に
は
拍
手
喝
采
で
し

た
。

第
四
五
回

長
寿
を
祝
う
集
い

三
千
二
百
人
が
参
加

エレベーター工事中の青山一丁目駅

熱戦が繰り広げられた高学年の騎馬戦

芝公園保育園園児による長寿を祝う三宅太鼓

会場を埋めた高齢者の方々


